
タ
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ノ
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と

イ
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ゴ
白
玉

人 気 レ シ ピ  
Vol.1

親子で作ろう

レシピ・料理／しぜんの国保育園（栄養士／茂木沙織　廣田明子）　料理撮影／田口周平　イラスト／イチカワエリ

園
で
人
気
の
レ
シ
ピ
を
親
子
で
楽
し
く
作
っ
て
、

お
い
し
く
い
た
だ
き
ま
し
ょ
う
。

今
月
は
、
春
の
恵
み
を
存
分
に
味
わ
え
る
、

ほ
ん
の
り
甘
い
タ
ケ
ノ
コ
御
飯
と

も
ち
も
ち
の
イ
チ
ゴ
白
玉
を
紹
介
し
ま
す
。

　　しぜんの国保育園 （東京都町田市）

1000 坪の雑木林に囲まれた自然豊かな保育園。「食べる」こ
とに関心を持つことは「生きる」ことに関心を持つこと。その思
いを軸に、開園当初から子どもと食の接し方について考え、季節
の絵本や歌など、保育と連動する食育活動を行っている。

材
料
（
大
人
2
人
、子
ど
も
1
人
分
）

白
玉
粉...............................

60
g

イ
チ
ゴ...............................

50
g

ゆ
で
あ
ず
き
（
加
糖
）.....

50
g
く
ら
い

生
ク
リ
ー
ム................

50
㎖
く
ら
い

砂
糖..................

大
さ
じ
1
く
ら
い

米
は
洗
っ
て
、昆
布
と
一
緒
に

水
280.

㎖
に
30
分
以
上
浸
け
て
お
く
。

鶏
も
も
肉
は
一
口
大
に
、※
タ

ケ
ノ
コ
は
薄
切
り
に
、油
揚
げ
と
ニ

ン
ジ
ン
は
せ
ん
切
り
に
し
て
お
く
。

1
に
2
の
材
料
と
Ⓐ
を
加
え

て
軽
く
混
ぜ
、
炊
飯
器
で
炊
く
。

炊
き
上
が
っ
た
ら
、
全
体
を

混
ぜ
て
器
に
盛
り
付
け
る
。

ボ
ウ
ル
に
白
玉
粉
を
入
れ
、
大

き
な
塊
が
あ
れ
ば
手
で
つ
ぶ
し
て

お
く
。イ

チ
ゴ
を
別
の
ボ
ウ
ル
（
ま
た

は
ビ
ニ
ー
ル
袋
）
の
中
で
つ
ぶ
す
。

1
の
白
玉
粉
に
2
の
イ
チ
ゴ

を
入
れ
て
よ
く
こ
ね
る
。耳
た
ぶ
く

ら
い
の
軟
ら
か
さ
に
な
る
よ
う
に

調
節
し（
硬
い
場
合
は
水
を
少
し
加
え

る
）、
一
口
大
に
丸
め
る
。

な
べ
に
お
湯
を
沸
か
し
、
白

玉
を
ゆ
で
る
。
浮
き
上
が
っ
て
2

～
3
分
く
ら
い
し
て
、
中
ま
で
火

が
通
っ
た
ら
、
ざ
る
に
あ
け
、
流
水

で
冷
や
す
。

ボ
ウ
ル
に
生
ク
リ
ー
ム
と
砂

糖
を
入
れ
て
泡
立
て
、
ホ
イ
ッ
プ

ク
リ
ー
ム
を
作
る
。

4
の
イ
チ
ゴ
白
玉
の
水
気
を

切
っ
て
器
に
盛
り
、
ゆ
で
あ
ず
き

と
ホ
イ
ッ
プ
ク
リ
ー
ム
を
添
え
る
。

タ
ケ
ノ
コ
御
飯

イ
チ
ゴ
白
玉

作
り
方

作
り
方

1

35

2

123 材
料
（
大
人
2
人
、子
ど
も
1
人
分
）

米...................

200
g
（
約
1
½
合
）

タ
ケ
ノ
コ..........................

80
g

鶏
も
も
肉..........................

20
g

油
揚
げ.............................

12
g

ニ
ン
ジ
ン..........................

20
g

昆
布
（
3
㎝
四
方
く
ら
い
）.......

1
枚

	

　

砂
糖.....................

小
さ
じ
４

	

　

し
ょ
う
ゆ...........

小
さ
じ
2
½

	

　

み
り
ん..............

小
さ
じ
1
½

	

　

塩..............................

少
々

	

6

4

4

　　は子どものお手伝いポイントです。
※タケノコのあく抜きの仕方
タケノコの皮をむき、なべにたっぷりの水（あれば米のとぎ
汁）と米ぬかをひとつかみ入れ、１時間ほどゆでる。ゆで上がっ
たら、水洗いをする。

Ⓐ

園では、山からタケノコを掘っ
てきたり、イチゴを育てたりし
ています。食べる前のこれらの
活動が、一連のストーリーとし
て子どもたちの心に刻み込ま
れます。自分で手を加えたもの
は、子どもにとっては特別なも
ので、食欲もわいてきます。タ
ケノコ掘りやイチゴの収穫を体
験することは難しくても、料理
を一緒にすることで、食事がよ
り楽しいものになるでしょう。

「いただきます」までの

活動も楽しんで


